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新潟大の近況新潟大の近況新潟大の近況新潟大の近況    
一時期部員数が１学年に 5 人もいな

いという危機的状況に陥りかけていた

新潟大ですが、この数年で非常に元気

になりました。近年は新井宏美、立川

悠平ら JWOC 代表選手も輩出し、その立

川部長の指揮のもとに今年は20名以上

の新入部員を獲得しています。先に開

催された山形でのさくらんぼ大会にも

MW20U に男子 11 名、女子 3 名の計 14

名が参加し、東北大や岩手大などの東

北地方の大学生らと競いました。 

一方で新潟大の加盟している北信越

学連は寂しい状況が続いています。信

州大や富山大は姿を消し、金沢大と新

潟大の 2 校が加盟するのみとなってい

ます。ちなみに私の所属していた上智

大OLKも、私の3代下で消滅しました。  

消滅するクラブと活性化するクラブ

の差はどこにあるのでしょうか。 

 

私の考えではずばり、「オリエンテ

ーリングの魅力を理解し、その魅力を

伝えてこれたかどうか？」の差です。 

新潟大も一時期は危うい勧誘をして

いたと聞きます。「オリエンテーリン

グはハイキング感覚で歩いても良い」

という言い方で新歓活動を行っていた

のです。上智大もこの言い方で新歓を

行っていました。 

しかし昨年あたりからは東北大を見

習った様子で、新歓では「オリエンテ

ーリングは走るスポーツで、インカレ

を目標にしている。」とオリエンテーリ

ングとはどのようなスポーツなのかを、

その魅力とともに正しく新入生に伝え

ています。 

日本学連の広報機関誌「いぶき」の

今年度第１号に新歓特集が掲載されて

おり、関西地区での地域クラブとの連

携による新歓イベントの開催と駿河台

大学の新規クラブ設立について特集さ

れています。いずれの例も「オリエン

テーリングの魅力を伝えていこう」

「オリエンテーリングを一緒に楽しも

う」とする気持ちを関係者が持ってお

り、これが成功に繋がっていると言え

るでしょう。 

 

インカレプログラムにクラブ広インカレプログラムにクラブ広インカレプログラムにクラブ広インカレプログラムにクラブ広

告を掲載しよう告を掲載しよう告を掲載しよう告を掲載しよう    
本誌 4 月号と 6 月号で学生クラブ活

性化に関する記事が掲載されたことに

絡み、私からも具体的な提案を 1 つ差

し上げたいと思います。 

インカレでは毎回プログラムに掲載

する広告を募集しています。どの団体

からどのような広告が出ているか、楽

しみにしている方もおいででしょう。 

しかしながらorienteering.comにリ

ンクのある社会人クラブ数（約 40）に

対し、今年 3 月の日光インカレへ出稿

した社会人クラブの数はわずか10でし

た。リンクの無いクラブも含めれば、

全体の10数パーセントの社会人クラブ

しかインカレのプログラムに広告を掲

載していないことになります。これで

は学生に「社会人クラブってケチなん

だな」「学生をクラブに入れようとし

てないのかな」「社会人クラブは学生

に無関心だ」などと思われても仕方な

い状況です。 

 

年度末開催である春インカレのプロ

グラムにあなたのクラブの紹介広告を

掲載しませんか？学生全員が必ず目を

通すものですからその効果は大きく、

かつ学生の支援にも繋がるのです。 

2 コマで費用は約 1万円です。そのく

らいの金額ならクラブで予算を付けて

いただきたいものです。お金のあるク

ラブなら秋のインカレや報告書にも掲

載していただければより素晴らしいで

す。インカレのプログラム上で社会人

クラブの魅力 PR を競い合いましょう。 

 

学生依存構造の打破を学生依存構造の打破を学生依存構造の打破を学生依存構造の打破を    
言うまでもなく学生の支援は社会人

の責務ですが、学生の数およびインカ

レの参加者数そのものが減少している

中にあって現状の「社会人クラブ（あ

るいは日本のオリエンテーリング界）

の学生依存構造」を打破して行かない

事には、日本のオリエンテーリングの

将来はありません。学生の取りっこだ

けするのでなく、あなたのクラブがあ

る地域にオリエンテーリングの仲間を

作って行こうとする気持ちを社会人ク

ラブの関係者を始めオリエンテーリン

グに携わる多くの人に求めたいもので

す。 

 

ロゲイニングはオリエンテーリロゲイニングはオリエンテーリロゲイニングはオリエンテーリロゲイニングはオリエンテーリ

ングの普及に資するのかングの普及に資するのかングの普及に資するのかングの普及に資するのか    
オリエンテーリングとロゲイニング。

この 2 つのスポーツは、似て非なるス

ポーツであると私は考えています。そ

れぞれ魅力が異なるからです。一方は 1

人で走り、様々な技術を駆使してタイ

ムを競う競技。もう一方はチームで行

い、戦略を練って 6時間 12 時間の長時

間にわたり走り歩き高得点を目指す競

技です。この違いを理解された上でロ

ゲイニング大会は開催されているの

か？これは私が特に疑問に思っている

事の 1 つで、昨今の（ミニ）ロゲイニ

ングばやりの現状に「我々はまた同じ

過ちを繰り返すのか？」と大いなる危

機感を抱いています。 

 

「トリムＯ」が「ミニロゲイニング」

に変わっただけではないのですか？と。

2 つのスポーツの魅力の違いもわから

ないまま「ミニロゲイニング」などと

称して制限時間 3 時間の 1 人でも参加

できる大会ばかり開いて、それで「こ

れでオリエンテーリングの普及にな

る」と考えているようでは、日本のオ

リエンテーリングは終わりです。ロゲ

イニングの魅力は、長時間にわたり複

数で一緒に参加する事によってこそ味

わえるものだからです。 

ミニロゲイニングに参加させて楽し

ませて、じゃぁオリエンテーリングも

どうですか？などという下心を持った

ような方法ではオリエンテーリングは

絶対に普及しません。オリエンテーリ

ングを普及させようとするならば、オ

リエンテーリングの魅力を伝えて行か

なければならないのです。その意味で

は来年 2 月に三重県で開催される「亀

山クロスカントリー大会」も、決して

オリエンテーリングの魅力を参加者に

伝える事の出来ない、むしろ誤ったイ

メージを与えかねない問題の多いイベ

ントであると危惧しています。 

オリエンテーリングとロゲイニング

はいずれも「ナビゲーションスポーツ」

という言い方でまとめる事は出来ます。

従ってロゲイニングはナビゲーション

スポーツの普及には役立つが、オリエ

ンテーリングの普及には効果は薄い…

そのように考えています。 

 

「仲間を増やして一緒にエンジョイ

しよう」という気持ち、これがあらゆ

るスポーツや文化活動の普及に最も必

要なことで、今こそこの気持ちを我々

が持っているかどうか、見つめなおさ

なければならないと思います。 

（藤島由宇） 
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